
多摩区ソーシャルデザインセンター開設(令和2年3月)



多摩区ソーシャルデザインセンターの取組

多摩区ソーシャルデザインセンターのスタッフが現在行っていること

区内の人と人と結ぶ
中間支援とコーディネートを意識している



多摩区ソーシャルデザインセンターの取組

多摩区内の外国人実習生との交流



多摩区ソーシャルデザインセンターの取組

JAセレサ川崎 Ҧ 多摩区内 子ども食堂



多摩区ソーシャルデザインセンターの取組

JAセレサ川崎 Ҧ 多摩区内子ども食堂



多摩区ソーシャルデザインセンターの取組

JAセレサ川崎 Ҧ 川崎北部子ども食堂・児童養護施設・介護施設・保育園

多摩SDC事務所いっぱいの野菜ҧ

この活動を機に来年度からJAセレサ川崎で働く多摩
SDC学生スタッフҦ

宝船 企画

11月 ２日 川崎駅
11月２５日武蔵溝の口駅
12月 １日 登戸駅
12月 ７日 新百合ヶ丘駅



多摩区ソーシャルデザインセンターの取組

外国人技能実習生や留学生との交流



学生スタッフを中心とした主な取組



学生スタッフを中心とした主な取組

意図的に学生を集めています 多摩区の課題 若者の若い参加が５％未満



学生スタッフを中心とした主な取組

自然に地元に愛着を沸かせる、街を知る、自慢の街に変わっていく

街の将来への投資として学生の活動を支援 今ではない！



学生スタッフを中心とした主な取組

登戸小 枡形中 多摩高校

準ミス慶應理工
（岡上小 柿生中）（塚城中）（南菅小・南菅中・多摩高校）

母校 登戸小をバックに撮影



町内会・自治会へのご説明や情報交換

１２月１７日から２月２８日から多摩区内全町内会を学生スタッフがお伺いします。

１月１０日～４月２９日まで活動見学強化期間としてお誘いします。

３月１３日(日) 町内会等への(仮称)多摩SDC連携説明会を検討中

顔の見える関係 と 市民創発を誘発する準備



施策の利用

川崎市の施策を
使ってみる

川崎市を
フィールドとして楽しむ



たくさんやっています

若年性認知症カフェ
子ども食堂
たまミュージックビレッジ
学生カフェ
大人カフェ
高校生カフェ
ドッチボール講座

パサージュたま常設販売
パン販売
JAセレサフードバンク受入
まちのひろばの広げる
携帯電話講座
地域講座
などなど



なぜ？

◆市民活動からの反省

◆大学の学生は活動ができない

◆活躍するのはしたい人だけではない



なぜ？

◇片手間支援

◇川崎は地元に若い人がいる

◇楽しみたいだけでも入口はOK
そこからは法人・団体の力＝評価



まだまだ

多くの人を巻き込む

＝ 知ってもらう
＝ 将来の担い手として

地元学生・流入した子育て世代の家庭
に恩恵を感じてもらう。

＝



多摩区役所としての今後の取組

●これまでの取組に対する評価・検証の実施

Ệ



ご見学など

毎週金曜日1８時～

学生カフェ（無料塾も並行）

SNS FacebooKが
一番情報が入っています！


